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  水道用水供給事業�
�
　家庭や学校などの地域社会に直接給水を行うのは市町村の事業です。�
　しかし、ほとんどの市町村は独自の水源を持たないことから、企業局がダムや河川などから
取水し浄水処理した上でこれらの市町村に水を供給しています。�
　企業局は現在、沖縄本島北部の比較的水源に恵まれた国頭村、大宜味村、東村、宜野座
村を除く本島29市町村と伊江村に１日当たり約41万m3（平成14年度）の水を供給しています。�
�

  工業用水道事業�
�
　企業局は、本島の産業振興を図るため工業用水道事業を行っています。�
　これは本島北部のダムの水を久志浄水場で沈でん処理（一次処理）した後、主に中南部
の工場へ送水し、企業の生産活動を側面から支援するもので、現在、金武湾や中城湾港新
港地区及び糸満市の工業団地等にある72の工場に１日当たり約１万５千7百m3（平成14年
度実給水量）の工業用水を供給しています。�

沖縄県企業局は水道用水供給事業と工業用水道事業を行っています。�

  自然環境�
　沖縄は160の珊瑚礁の島々からなる島嶼県で、大きな河川や湖などの水源に恵まれず、ま
た、降雨量が年や季節によって大きく変化し、水を安定的に確保することが困難な自然環境
にあります。�
　そのため、先人たちは昔から稀少な水の確保に知恵をしぼり、努力を重ね、また、その中か
ら水に対する信仰や芸能、伝統行事など沖縄独特の文化を育ててきました。�
�

  戦前の水道�
　戦前は、那覇市など一部の市町村に水道が引かれていましたが、ほとんどの地域で生活
用水を井戸、天水、泉等に依存していました。�
　人々は、十分な水道施設がないため、夏場の日照り、干ばつなどに悩まされ飲み水の確保
に苦労しました。�
�

  現在の水道�

　戦争によって灰じんに帰し、戦後しばらくの間、水道の空白時代がありましたが、琉球政府
が設立された1952年（昭和27年）以降、琉球政府及び米国民政府の補助金等によって水
道が次第に普及し始め、1960年（昭和35年）頃には、那覇市、コザ市を始めとする８つの市
町村水道と、局所的な簡易水道を合わせると約200の水道が誕生し、琉球列島において人
口の約40％の人々に水を給水していました。一方、米軍は1950年（昭和25年）、陸、海、空、
海兵の四軍が独立して運営していた軍水道を全島統合上水道として一元化し、余剰水を基
地周辺の市町村へ分水していました。�
　ところが、復興の進展に伴う人口増加、都市への集中が激しくなり、1950年代後半に入る
と民間地域の水不足が深刻な問題になってきました。そこで、米国民政府によって全島統合
上水道を基にした民間地域を含めた広域水道構想が検討され、1958年（昭和33年）沖縄県
企業局の前身である琉球水道公社が設立されました。�
　琉球水道公社は、米軍が管理する全島統合上水道から分水を得て市町村へ給水を行っ
ていました。�
　1972年（昭和47年）の本土復帰とともに、琉球水道公社の財産等を沖縄県企業局が引き
継ぎ、水道用水供給事業がスタートしました。�
　劣悪な水事情の解消及び将来の水
需要の増大に対処するため、第１次～
第３次沖縄県振興開発に基づき、水源
開発や水道施設の整備を図ってきました。
その結果、平成６年度から断水のない
状況が続いていますが、人口の増加等
により水需要は伸び続けてるものと見
込んでおり、沖縄進行計画に基づき引
き続き、水源開発や水道施設の整備を
図っていくことにしています。�
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　沖縄県の人口は、終戦後の1946年（昭和21年）に約51万人であったのが、本土復帰時の
1972年（昭和47年）に約96万人、2002年（平成14年）には約133万人になり、復帰直後と比
べると約2.6倍に増えています。�
　沖縄本島の水源地は、北部・中部にありますが、水源地の大部分を占める北部の河川水、
ダム水を人口の90パーセント以上が集中する中・南部の消費地へ送っているのが特徴です。�
　沖縄の気候は、亜熱帯海洋性で、気温は平均23.4度と１年を通じて温暖です。年平均降
水量は約2,123ミリメートルで、全国平均1,718ミリメートルを上回っており、全国でも比較的
雨量の多い地域です。�
　しかし、人口密度が高いために年間の1人当たり水資源賦存量（降水量から蒸発散によっ
て失われる量を差し引いた量に、当該地域の面積を乗じた値）は、約1,973m3／年・人で、全
国平均約3,337m3／年・人の約6割にすぎません。�
　また、梅雨期、台風期、秋雨期、東シナ海低気圧等により年間を通して降雨がありますが、
そのうち、約50パーセント以上が5,6月の梅雨期と8,9月の台風期に集中しているため、夏場
に台風が少ないと渇水になりがちで、不安定な水事情となっています。�

　企業局の水源は、ダム、河川水、地下水、海水淡水化水の4種類からなっています。そのう
ち、ダムからの水が最も多く、１日当たりの取水量45万6,300m3（平成14年度実績）の66.4％
に当たる30万3,300m3となっています。次に多いのが河川水で9万1,600m3（20.1％）、それに
地下水が5万400m3（11.1％）、また、平成９年度から供用開始された海水淡水化水は1万
1,000m3（2.4％）となっています。�
　昭和47年度と比べると取水量が約2倍に増え、本土復帰後多くのダム開発が進められて
きたことから、水源別取水量の割合も大きく変わってきています。�
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沖縄の河川は、本土の河川と
比較すると勾配が急で流域面
積が小さいという特長がありま
す。�

参考：平成15年版「日本の水資源」、平成14年度版「水量記録資料集」、平成14年度版「沖縄統計年鑑」より�
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　沖縄本島は南北に細長く、北部地域の水源地と中・南部の消費地が遠く離れていることから導送

水管等の管路が長く、そのため増圧ポンプ場、調整池等の多くの水道施設が設置されています。ま

た、河川水や地下水から取水するためのポンプ場が多いのも特徴です。�
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  工業用水道事業の概要�
�
　沖縄工業用水道事業は、水源を本島北部の多目的ダム群に求め、給水区域となる17市
町村（名護市、宜野座村、金武町、石川市、具志川市、沖縄市、与那城町、勝連町、北中城村、
中城村、西原町、南風原町、与那原町、佐敷町、大里村、東風平町、糸満市）に立地する事
業所に対し、工業用水の供給を行っています。�

  名護浄水場�
�
　名護浄水場は、本島北部の名護市にあり、昭和５０年に１
日当たりの処理能力１万４千m3の施設として建設されました。
その後の水需要に対応するため、平成７年度には１日当た
り２万７千m3の施設となっています。�
　水源は、主に平南川、源河川で、名護市を始め今帰仁村、
本部町、伊江村（海底送水管：5,226ｍ）、恩納村などに供
給し、北部地域の中核的水道施設として位置づけられてい
ます。�

  久志浄水場�
�
　久志浄水場は、名護市東海岸にあり、１日当たりの処理
能力39万６千m3を有する県下最大の上水道と工業用水道
の共同施設となっています。�
　供用開始は昭和50年度で、水源は国管理の北部ダム群
及び北部河川で、当浄水場で沈でん処理した水は、一部を
工場へ工業用水として供給するとともに、石川、西原浄水
場へ上水道の原水として送水しています。�

  石川浄水場�
�
　石川浄水場は、沖縄県企業局の現在ある浄水場の中で
は一番古く1967年(昭和42年)に整備され、当時の一日の
処理能力は７万５千m3でした。�
　昭和50年に規模が拡張され、いまでは一日15万m3の水
道用水を供給することができます。�
　久志浄水場の処理水と、漢那、金武、山城の各ダムと北
部河川水を水源とし、石川市をはじめ主に中・南部の市町
村へ供給しています。�

  西原浄水場�
�
　西原浄水場は、本島中部の西原町にあり、昭和52年６月
には一部供用を開始し（40,100m3／ 日）、その後の４期に
渡る工事を経て、昭和５５年３月には現在の１日当たり16万
５百m3の処理能力を有する浄水場となっています。�
福地ダム等の北部ダム群を水源とし、久志浄水場で沈で
ん処理された水を、西原浄水場で浄水処理して、那覇市、
浦添市をはじめ、中・南部地域の13市町村に供給していま
す。�

中城湾港工業団地�

辺野喜ダム�

普久川ダム�

安波ダム�

新川ダム�

福地ダム�

久志浄水場�

屋部地区工場適地�

久志～屋部配水管�

平良川増圧�
ポンプ場�

中城湾港工業団地�

小那覇増圧�
ポンプ場�

糸満工業団地�

潮平配水池�

導水路トンネル�
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しぜんりゅうか

ここから自然流下によって、
家庭や学校、工場などに水を送ります。

  北谷浄水場�
�
  北谷浄水場は、本島中部の北谷町にあり、一日当たり21
万４千m3の送水能力を持ち水道用水では県下最大規模の
浄水場です。また、昭和63年度から、県内で唯一の高度浄
水処理施設の建設が進められ、平成４年度にオゾン・活性
炭処理施設が一部供用開始されるなど、平成６年度には全
施設が完成しました。�
　さらに、水道水の安定供給を図るうえから海水淡水化施
設が平成５年度から着工され、平成８年度に完成。翌年の４
月から一日当たり４万m3の海淡水をつくる国内最大の海水
淡水化施設として全面供用開始しました。　水源は、西系
列河川、中部河川、嘉手納井戸群、倉敷ダム及び海水淡
水化水で、各処理工程を経て浄水された水と海水淡水化
水をブレンドして、中・南部の市町村へ供給しています�

  水道施設管理事務所�
�
　水道施設管理事務所は、本島中部の沖縄市に位置し、
企業局の水道施設や工業用水道施設の維持管理を行っ
ています｡　通常業務として、ポンプや機械設備の修繕、導・
送水管路の移設、緊急を要する漏水の調査・復旧、自家用
電気工作物・計装設備・薬品注入設備等の修繕を行って
います。�
　当事務所は、水道用水や工業用水の安定供給を行うた
めの潤滑油としての、業務を行っています｡�

  水質管理事務所�
�
　水質管理事務所は、北谷浄水場内にあり、安全で安心
して飲める水を供給するため、浄水の水質検査及び水源
となっているダム水や河川水、地下水などの原水の検査を
行っています。�
　また、久志、石川、西原の各浄水場に駐在を設置し、各
浄水場で生産された浄水を検査し、安全性を確認していま
す。�

  水管理センター�
�
　水管理センターは、平成４年度に県庁12階に設置されま
した。　�
　企業局の水に関するさまざまな情報を管理し、各市町村
に必要な水量を効率的に供給するため、各浄水場の中枢
としての業務を行っています。�

　私たちは、水道の蛇口をひねるだけで、きれいな水を自由に使うことが出来ます。　さて、
その水はどこから来るのでしょうか？�
　沖縄本島では、中北部の河川やダムから浄水場に運ばれ、その後、各市町村の配水地を
経由して私たちの学校・会社･家庭へと届けられるのです。�
　企業局では、引き続き「安全でおいしい水」の安定供給に取り組んでいきます。�

こんわ

やくひん ま

ちん と のぞ

ようかいぶつ

ちん ち

ふじゅんぶつ さいきん

そう と のぞ

か ち え ん そ ち ゅ う に ゅ う せ つ び

まんいち さいきん そな

えんそ めっきん

おせん

じょうすいち

たくわ

そうすい

じょうすいち

ちょうせいち おく

ちょうせいち

おお

たくわ

海水淡水化海水淡水化センター�海水淡水化センター�
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　沖縄本島中部地域にある嘉手納井戸群や天願川、
比謝川などの水道水源は、一帯の石灰岩質の影響
を受け、硬度が高くなっています。これらの水道水源
は北谷浄水場に導水され水処理されますが、これま
で硬度は除去されませんでした。 そのため、北谷浄
水場系統の送水区域は、硬度の高い水質となってい
ました。                                                                       �
　そのため沖縄県企業局では、硬度平準化対策の
一環として、硬度低減化施設を整備することにしまし
た。同施設は平成14年度に完成し、平成15年度から
硬度を低減した水を供給することが可能となりました。
この施設の運用によって、北谷浄水場がカバーする
およそ45万人余の県民に、より「おいしい水」を提
供できるようになります。�

　北谷浄水場の水源の一部になっている比謝川、長田川、天願川の水質は、悪化が懸念さ
れます。そのため、特に北谷浄水場では沈でん、ろ過、塩素処理の工程で行われる通常の浄
水処理に生物処理、オゾン処理、粒状活性炭処理の３つからなる高度浄水処理施設を導入
し、より安全でおいしい水づくりに努めています。�

　河川のもつ自浄作用を浄水処理に応用し、好気性

の微生物（バクテリア）によりアンモニア性窒素など

の有機物を除去し、原水を処理します。�

　ハニコーム（ハチの巣）状の接触材に生物膜を付

着させ、循環させることにより河川の自浄作用に匹敵

する浄水効果があります。�

　オゾンを効果的に沈でん水と接触させる

ため、散気管からオゾン化空気を噴出させ、

オゾンの酸化作用によりトリハロメタン生

成の原因となる有機物を分解します。�

　オゾン処理後、活性炭のもつ優れた吸着

能力を利用して汚

濁水のにおいや色

を取り除くとともに、

オゾン処理で分解

された有機物を吸

い取って除去します。�

着水井� 生物接触�
酸化池�

オゾン�
接触池�

粒状活性炭�
吸着池�

混和池� フロック�
形成池�沈でん池�

急速�
ろ過池� 浄水池� 処理水�

送水ポンプ�

調整池�
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　県企業局では、これまでダム開
発をはじめとする水源開発を進め
てきましたが、人口や観光客の増加、
気象条件の変化によっては今後も
水不足が予想されます。そこで、企
業局では無尽蔵にある沖縄の美し
い海から天気に左右されずいつで
も水を造ることが出来る海水淡水
化施設の建設を進めてきました。�
　同施設は平成８年度で完成し、
平成９年４月から１日当たり４万┄ の
水を生産することが可能となりました。
また、この施設は海水淡水化施設
としては、国内最大規模であること
から内外の注目を集めています。�

　水源に恵まれない本県においては、復帰後、国の多目的ダム開発を中心に、多くの水源開
発が進められてきました。復帰後、毎年のように水不足が生じ給水制限が実施されていまし
たが、平成6年度以降は、この間の水源開発の成果や海水淡水化施設の完成で、給水制限
がない安定した状況が続いています。�
　しかしながら、現時点において水源の約20％を不安定水源である河川水に頼る本県にお
いては、なお、水不足への不安が存在しています｡�
　渇水のない潤いのある暮らしを実現するためには､引き続き水源の開発を進めることと併
せて、県民一人ひとりが限られた資源である水の有効利用と節水について心掛けることが不
可欠となっています。�

渇水時�満水時�

（平成元年３月７日撮影）�
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　本県の厳しい水事情を緩和するため、国や県では、ダム建設を進めてきました。�
　これまでに福地ダムを始め、新川ダム、安波ダム、普久川ダム、辺野喜ダム、漢
那ダム(国)、倉敷ダム(県)、金武ダム、山城ダム(企業局)の９つのダムが完成していま
す。�
　これらのダム開発によって水事情はかなり緩和されましたが、今後の水需要の増
大に対処するため、国や県では、さらなるダムの建設計画を進めています。�

　現在の石川浄水場は、送水量150,000m3/ 日の能力を持つ企業局の基幹浄水場として利
用されてきましたが、建設後30数年が経過し老朽化が進んでいます。�
  また、本県の水需要の増大に伴い、石川系統の送水については将来的に供給能力の増大
が必要となっていますが、現在の浄水場の敷地が市街地に隣接していることから施設を拡張
する余地がありません。�
　このため、現在の老朽化した石川浄水場を石川市東恩納地先の埋立地に192,900m3/ 日
の施設能力を持つ新石川浄水場として拡張移転することにしました。これにより、本県の水
需要の増大に対しても安定した供給が確保できるようになります。�

羽地ダム�
（平成17年度供用開始予定）�

辺野喜ダム�

普久川ダム�

安波ダム�

新川ダム�

福地ダム�

羽地ダム�

大保ダム�

奥間ダム�

漢那ダム�

久志浄水場�

石川浄水場�

導水管�

西原浄水場�
那覇市�

北谷浄水場�

倉敷ダム�

億首ダム�

金武ダム�
山城ダム�

東系列導水路トンネル�

西系列導水管�

中系列導水管�

凡例�

：管理中のダム�

：建設中のダム�

：浄水場�
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　本事業は、名護市久志から許田、幸地を経て屋部地区工場適地に至るまでの約18kmに工
業用水道の専用配水管を整備するものであり、配水管沿線及び屋部地区工場適地の企業を
給水対象に4，100m3/日の需要を見込み、平成21年度以降の給水開始を予定しております。�
　許田～幸地間のトンネル部分については、水道用水供給事業の名護導水ルートと共同施
工を行っております。�

　名護、石川及び西原浄水場は、通常処理（沈澱処理・砂ろ過処理）を行っています。また、北谷浄水場では、

通常処理と高度浄水処理を行っています。�

　高度浄水処理とは、河川の浄化作用を応用した「生物処理」、強力な酸化力を持つオゾンを利用した「オゾン

処理」、吸着能力に優れた活性炭を利用した「粒状活性炭処理」等の処理を行うことです。高度浄水処理を導

入したことにより北谷浄水場では総トリハロメタンが低いことが検査結果より確認できます（13ページの高度浄

水処理フロー図を参照）。�

　また、水質的な特徴として北谷浄水場の総硬度は他の浄水場に比べ高い値となっています。その原因として

は、北谷浄水場の主な水源のある本島中部地域の地質特性（石灰岩）に由来します。�

　水質検査結果については、毎年水質年報を発行しており、各市町村水道事業体、図書館等公共機関に送付

してありますので、詳細な内容についてはそれをご参照下さい。�

　沖縄県企業局では、水道用水供給事業だけではなく、工業用水の供給も行っています。�

　現在、久志浄水場で沈澱処理した水を各工場等へ送水しています。工業用水の水質基準は下表のとおりです。�

○蒸発残留物�
�
○硬　　　度�
�
�
○残 留 塩 素 �
○水　　　温�

主にミネラルの含有量を示し、量が多いと苦み、渋み等がまし、適度に含まれると、こくのあ
るまろやかな味がします。�
ミネラルの中で量的に多いカルシウム、マグネシウムの含有量を示し、硬度の低い水は癖
が無く、高いと好き嫌いがでます。カルシウムに比べてマグネシウムの多い水は苦みをま
します。�
水にカルキ臭を与え、濃度が高いと水の味をまずくします。�
夏に水温が高くなると、あまりおいしくないと感じられます。冷やすことによりおいしく飲め
ます。�

出典：「水道のあらまし」　（社）日本水道協会�

　昭和55年度より取り組んできた西系列水源開発事業は、本島北西部の13河川から豊水時
に取水し、これを大保ダムと倉敷ダムに貯留したのち、安定的に取水するという事業です。�
　これまでに、倉敷ダムと12河川の開発を終え、大保ダムは現在建設中です。また、両ダムを
結ぶ総延長約53kmの西系幹線導水施設については約８割が完成しており、現在、名護市字
田井等から名護市字許田に至る約8.9kmの名護導水ルートを施工中です。�
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　水道用水供給事業は、県内26市町村及び１企業団に１日平均
41万７千m3を予定しています。�
　収益的収入は、料金収入が全体の97.7%を占めていて、その
他は他会計補助金、預金利息等で2.3％となっています。�
　収益的支出は、人件費16.0％、負担金・交付金13.7％、減価償
却費18.3％、支払い利息が16.4％、動力費14.1％、修繕費6.2％、
その他で15.3％となっています。�

　資本的収入は、補助金が81.6％を占めています。これはダム建設
負担金、水源施設及び用水供給施設整備事業費等の補助金です。�
　また、補助事業費の一部を自己財源で補うため、企業債が18.3％
を占めています。�
　資本的支出は、水源開発、浄水場、導水管などの建設改良に要し
た費用が86.2％、企業債償還金が11.8％となっています。�

　工業用水道事業は、金武湾、中城湾港新港地区及び糸満市の
工業団地等にある71事業所に１日当たり約１万８千m3の給水を予
定しています。�
　収益的収入は、料金収入が全体の44.3％を占めています。その
他は、他会計補助金、預金利息等で55.7％となっています。�
　収益的支出は、人件費が5.1％、負担金交付金59.7％、減価償
却費等11.7％、支払利息が8.0%、動力費5.1％、修繕費2.8％、そ
の他で7.6％となっています。�

　資本的収入は、補助金が68.2％を占めています。これは工業用
水道建設及び改築事業費などの補助金です。�
　また、補助事業費の一部を自己財源で補うため、企業債が21.2
％を占めています。�
　資本的支出は、浄水場、配水管などの建設改良に要した費用が
93.7％、企業債償還金が6.3％となっています。�

　水道用水供給事業は、県内２６市町村及び１企業団に対し水道
用水を151,723,942m3供給 しました。�
　総収益は、料金収入の減少等により、159億4,307万7,653円で
前年度と比べ1.53％減り、総費用は、修繕費等の増加により前年
度と比べ1.03％増えて、�
　159億9,250万8,510円でした。�
その結果、4,943万857円の赤字となりました。�

　主な建設工事は、前年度に引き続き、西系列幹線導水施設工事、
新石川浄水場埋立護岸工事及び石川～上間送水管布設工事等
を実施しました。�
また、これらの施設の建設と並行して、久志浄水場特高受変電設
備改良工事、北谷浄水場薬注機械設備改良工事及び北谷浄水
場（硬度低減化）設備改良工事等を実施しました。�

収益的収入及び支出�
  工業用水道事業は県内７２事業所に対し5,723,267m3の工業用
水を供給しました。�
総収益は、料金収入の伸び等により、5億8,316万3,477円で前年
度と比べ7.84％増え、総費用は、修繕費等の減少により前年度と
比べ1.67％減り、5億4,242万7,396円でした。�
　その結果、4,073万6,081円の黒字となりました。�

　主な建設工事は、前年度に引き続き、久志～屋部工業用水配
水管布設工事等を実施しました。また、老朽化施設の機能回復を
図るため、久志浄水場特高受変電設備改良工事等を実施しました。�

料金収入�
15,512

その他�
431

単位：�
百万円�

単位：�
百万円�

人件費�
2,673

動力費�
2,140

負担金・交付金�
2,193減価償却費�

3,114

支払利息�
2,796

その他�
1,898

修繕費�
1,178

当年度純損失�
49

収益的収入�
15,943

収益的支出�
15,992

補助金�
18,527

企業債償還金�
2,599

水源開発、浄水場・導送水管などの�
建設改良に要した費用�

24,935

企業債�
3,535

固定資産売却代金�
54

資本的収入�
22,116

資本的支出�
27,534

単位：�
百万円�

注１：資本的収支の差引不足額は損益勘定�
　　　留保資金等で補填しました。�
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　沖縄県企業局では、水道用水供給事業、工業用水道事業の広報の一環として、平成13年
４月から一般向けに『企業局ホームページ』、こども向けに『おきなわの水』を開設しました。�
　ホームページで情報を発信することにより、県民への情報を正確かつ迅速に提供し、より
一層のサービスの向上に努めていきます。�
　また、こども向けホームページは、インターネット学習等の情報化時代の要望に応え、県内
の児童・生徒はもとより全国に発信することにより、水道学習に必要な知識を提供していきま
す。�
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職員定数　331人�
平成15年４月１日現在�
※公営企業管理者を除く�

名　称� 所在地�

総 務 係 �

人 事 係 �

予 算 係 �

検 査 係 �

経 営 係 �

計 画 係 �

情 報システ ム 係 �

経 理 係 �

管 財 第１係 �

管 財 第２係 �

業 務 係 �

配 水 係 �

改 良 係 �

建 設 第１係 �

建 設 第２係 �

建 設 第３係 �

庶 務 課 �

保 全 第１課 �

保 全 第２課 �

保 全 第３課 �

庶 務 課 �

浄 水 課 �

庶 務 課 �

浄 水 課 �

庶 務 課 �

浄 水 課 �

庶 務 課 �

浄 水 課 �

海 水 淡 水 化 �
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業 務 係 �

用 地 係 �
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経営計画課�
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経 理 課 �
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配水管理課�
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建 設 課 �
（32人）�

水 道 施 設 �
管理事務所
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久 志 浄 水 �
管理事務所
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管理事務所
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管理事務所
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西 原 浄 水 �
管理事務所
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水 質 管 理 �
事務所�
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北 谷 町 字 宮 城 1 - 2 7 �
　 〃 　 �
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郵便番号�
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電話番号�

0 9 8 - 8 6 6 - 2 8 0 3 �
0 9 8 - 8 6 6 - 2 8 0 5 �
0 9 8 - 8 6 6 - 2 8 0 6 �
0 9 8 - 8 6 6 - 2 8 1 0 �
0 9 8 - 8 6 6 - 2 8 1 4 �
0 9 8 - 9 3 2 - 0 6 5 6 �
0 9 8 0 - 5 5 - 2 7 4 2 �
0 9 8 0 - 5 3 - 2 6 3 3 �
0 9 8 - 9 6 4 - 3 2 5 7 �
0 9 8 - 9 3 6 - 7 7 9 6 �
0 9 8 - 9 3 6 - 5 2 5 7 �
0 9 8 - 9 4 5 - 4 4 0 4 �
0 9 8 - 9 3 6 - 7 7 9 7

FAX

0 9 8 - 8 6 6 - 2 8 1 9 �
0 9 8 - 8 6 6 - 7 4 9 5 �
0 9 8 - 8 6 6 - 8 0 6 0 �
0 9 8 - 8 6 6 - 2 8 1 1 �
0 9 8 - 8 6 1 - 5 7 9 9 �
0 9 8 - 9 3 3 - 9 3 2 0 �
0 9 8 0 - 5 5 - 2 9 2 5 �
0 9 8 0 - 5 2 - 6 2 1 4 �
0 9 8 - 9 6 5 - 3 6 3 2 �
0 9 8 - 9 2 6 - 1 5 9 1 �
0 9 8 - 9 3 6 - 5 2 7 6 �
0 9 8 - 9 4 6 - 2 0 1 1 �
0 9 8 - 9 3 6 - 7 3 5 1

（代）�

（代）�
（代）�

（代）�
（代）�
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